
t t cm cm cm 

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

合 t t cm cm cm 

成

値 ・ ・ ・

L7
cm

　(注３) 連結車の場合は、トラクタについては、車両長の欄は第５輪又はピントルフック（以下「連結部」という。）より車両の先端までを、最遠軸距

長さ(L)
トラック・トラクタ

cmcmcm

整理

番号
各　軸　の　軸　間　距　離　お　よ　び　荷　重　点　等　の　距　離

L12

　(注２) 車両諸元表のL1……L10は、「車両の諸元に関する説明書」の車種分類の図により記入すること。

cm
L11

　(注１) 本様式は、包括申請のみに使用するものとし、連結車の場合は、トラクタ及びトレーラを別葉し、　　　　の該当するものを○で囲むこと。

cm cm
L8 L9

cm cm cmcm

cm cm cm 

L4 L5 L6 L10

　　　　 の欄は連結部より最前軸までの距離を記入する。トレーラについては、車両長の欄は連結部より車両の後端までを、最遠軸距の欄は連結部より

L1 L2 L3

最小

隣接距離
最遠距離

車　両　自　重

トレーラ
乗 員 前　部 後　部

車両の諸元に関する説明書（包括用）

トレーラ

整理

番号

最大軸重軸

トラック

トラクタ

cm cm 

高さ(H)
最外輪最大軸重

車　両　諸　元

幅(B)

cm

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・

t t

t

t

・

・

・

・

・

・

・

・

t cm 

積　載　物　重　量

トラック

０４
トラクタ

トレーラ

　　　　 の荷重分布表の自重＋乗員の合計の和を、同積載物の小計欄にトレーラの合成車両の荷重分布表の積載物の合計を記入すること。

t

０３

中心間距離

　(注６) 合成値欄の車両自重、積載物重量、車両諸元及び最大軸重は最大値を記入する。

　(注７) 合成値欄の最遠軸距、最小隣接軸距及び最大軸重軸最外輪中心間距離は最小値を記入する。

　(注５) 整理番号は、「車両内訳書」の整理番号と一致させること。

　　　　 最後軸までの距離を記入する。

　(注４) 本様式の最下欄には、合成車両による値を記入し、２枚以上にわたる場合には最終のもののみに記入すること。

　　　　 合成方法は、「車両の諸元に関する説明書」によるものとし、車両諸元表並びに荷重分布表の軸重の計、輪荷重及び軸重の合計の欄につい

　　　　 入すること。なお、セミトレーラの場合、「車両の諸元に関する説明書」の総重量説明表の自重の小計欄に、トラクタ及びトレーラの合成

トラック 

トラクタ 

トレーラ 



幅(B) 高さ(H) 長さ(L)

t t cm cm cm 

1 8・ 0 ・ 260 360 1199 5・ 57

2 8・ 0 ・ 260 382 1199 5・ 53

3 8・ 0 ・ 260 364 1097 5・ 29

4 8・ 0 ・ 260 363 1199 5・ 72

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

t t cm cm cm 

8・ 0 ・ 260 382 1199 5・ 72

L7
cm

1 585

2 574

3 504

4 581

車両の諸元に関する説明書（包括用）　※記入例
トラック
トラクタ
トレーラ ／

整理
番号

車　両　自　重 積　載　物　重　量 車　両　諸　元
最大軸重 最遠距離トラック・トラクタ

トレーラ 乗　員 前　部 後　部

t t t cm 

10・58 0・11 740

10・67 0・11 705

9・46 0・11 630

10・78 0・11 734

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

合
成
値

t t t cm 

10・78 0・11 630

　(注１) 本様式は、包括申請のみに使用するものとし、連結車の場合は、トラクタ及びトレーラを別葉し、　　　　の該当するものを○で囲むこと。

　(注２) 車両諸元表のL1……L10は、「車両の諸元に関する説明書」の車種分類の図により記入すること。

　(注３) 連結車の場合は、トラクタについては、車両長の欄は第５輪又はピントルフック（以下「連結部」という。）より車両の先端までを、最遠軸距
　　　　 の欄は連結部より最前軸までの距離を記入する。トレーラについては、車両長の欄は連結部より車両の後端までを、最遠軸距の欄は連結部より
　　　　 最後軸までの距離を記入する。

　(注４) 本様式の最下欄には、合成車両による値を記入し、２枚以上にわたる場合には最終のもののみに記入すること。
　　　　 合成方法は、「車両の諸元に関する説明書」によるものとし、車両諸元表並びに荷重分布表の軸重の計、輪荷重及び軸重の合計の欄について記
　　　　 入すること。なお、セミトレーラの場合、「車両の諸元に関する説明書」の総重量説明表の自重の小計欄に、トラクタ及びトレーラの合成車両
　　　　 の荷重分布表の自重＋乗員の合計の和を、同積載物の小計欄にトレーラの合成車両の荷重分布表の積載物の合計を記入

　(注５) 整理番号は、「車両内訳書」の整理番号と一致させること。

　(注６) 合成値欄の車両自重、積載物重量、車両諸元及び最大軸重は最大値を記入する。

　(注７) 合成値欄の最遠軸距、最小隣接軸距及び最大軸重軸最外輪中心間距離は最小値を記入する。

トラック
トラクタ
トレーラ ／

整理
番号

各　軸　の　軸　間　距　離　お　よ　び　荷　重　点　等　の　距　離
L1 L2 L3 L4 L5 L6 L8 L9 L10
cm cm cm cm cm cm cm cm cm

740 106 190 95 120 60

705 124 143 72 120 60

630 90 133 67 120 60

734 105 185 93 121 61

トラック 

トラクタ 





車両の諸元に関する説明書（包括用）　※記入例

０３

最小
隣接距離

最大軸重軸
最外輪

中心間距離

cm cm 

120 200

120 200

120 200

121 200

cm cm 

120

　(注１) 本様式は、包括申請のみに使用するものとし、連結車の場合は、トラクタ及びトレーラを別葉し、　　　　の該当するものを○で囲むこと。

　(注２) 車両諸元表のL1……L10は、「車両の諸元に関する説明書」の車種分類の図により記入すること。

　(注３) 連結車の場合は、トラクタについては、車両長の欄は第５輪又はピントルフック（以下「連結部」という。）より車両の先端までを、最遠軸距
　　　　 の欄は連結部より最前軸までの距離を記入する。トレーラについては、車両長の欄は連結部より車両の後端までを、最遠軸距の欄は連結部より
　　　　 最後軸までの距離を記入する。

　(注４) 本様式の最下欄には、合成車両による値を記入し、２枚以上にわたる場合には最終のもののみに記入すること。
　　　　 合成方法は、「車両の諸元に関する説明書」によるものとし、車両諸元表並びに荷重分布表の軸重の計、輪荷重及び軸重の合計の欄について記
　　　　 入すること。なお、セミトレーラの場合、「車両の諸元に関する説明書」の総重量説明表の自重の小計欄に、トラクタ及びトレーラの合成車両
　　　　 の荷重分布表の自重＋乗員の合計の和を、同積載物の小計欄にトレーラの合成車両の荷重分布表の積載物の合計を記入

　(注５) 整理番号は、「車両内訳書」の整理番号と一致させること。

　(注６) 合成値欄の車両自重、積載物重量、車両諸元及び最大軸重は最大値を記入する。

　(注７) 合成値欄の最遠軸距、最小隣接軸距及び最大軸重軸最外輪中心間距離は最小値を記入する。

０４

各　軸　の　軸　間　距　離　お　よ　び　荷　重　点　等　の　距　離
L11 L12

cm cm




